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竹中律さん瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章 受章

うるち米植えました

イコラで母の日

トコブシ稚貝放流

　５月１４日に、くねあそ部主催の「ままマル

シェ」がイコラで開催されました。

　小物づくりなどのワークショップ、飲食・物販

ブース、キッズスペースもあり、

親子連れでにぎわいました。

　くねあそ部では未就学児を対象

に、自然遊び等を開催しています。

　４月２７日に周参見中学校の１年生が、５月

１０日に２年生が、イコラ裏の田んぼにうるち米

を植えました。

　１年生は大阪の中学生と交流で、２年生は佐本

の仁義さんご夫婦の指導の下、どろどろになりな

がら手植えの大変さや農業の大切さを体験しまし

た。

　民生委員・児童委員の竹中律さん（口和深）が

令和５年春の叙勲で瑞宝単光章を受章され、５月

９日に県庁で伝達式が行われました。

　竹中さんは平成元年から、委員を努められ、永

年の民生・児童委員活動を通じた社会福祉活動へ

のご功績でこの度の受章となりました。

　４月１９日に里野漁港周辺で地元漁師さん協力

のもと、約２，０００匹のトコブシの稚貝を放流

しました。この活動は、株式会社淺川組の地域貢

献活動の一環として行われました。

　放流した稚貝は、約３年で市場に並ぶ大きさに

成長します。

01 ～ 03 ダービーの追い子  04 摂南大学生のバンド  05 にぎわう屋台  06 潮干狩り  07 ビーチフラッグ  

08 カヤック体験  09 パレード  10 イノブタ汁ふるまい  11 遊覧船  12 マーチングバンド  13 よさこい

　

５
月
３
日
に
イ
ノ
ブ
ー
タ

ン
王
国
建
国
38
周
年
祭
が
４

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。01
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◆
投
票
の
内
訳

◆
投
票
結
果

 

選
挙
管
理
委
員
会　

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
２

　希望する寄附の使途 寄附件数 寄附額

最先端技術を使用した利便性の高い暮らしを推進する 6,687 件 8,490 万 8,500 円

福祉の向上に寄与する 2,957 件 3,659 万 5,500 円

豊かな自然環境を守る 4,717 件 6,595 万 6,000 円

歴史的史跡や伝承芸能等の歴史と文化を守る 1,017 件 1,230 万 3,500 円

活気あふれる個性的なまちづくり 2,589 件 3,163 万 3,000 円

指定しない 726 件 814 万 2,000 円

合計 1万 8,693 件 2 億 3,953 万 8,500 円

 地域未来課　 ☎５５‐４８０１

寄附の受け入れ状況

ふるさと納税は、まちづくりを推進します

企業版ふるさと納税いただきました
令和４年度　ふるさと納税実績報告

　企業版ふるさと納税で以下の企業様から寄

附金をいただきました。公表の承認をいただ

いた企業様のみ企業名を紹介します。

企業名 寄附金額 活用事業

非公表 ３００万円

・観光振興事業

・水産振興事業

・産官民協働事業

・Ｗｉ－Ｆｉ設備導入事業

・熱中学園委託事業

株式会社 第一テック　様 ３００万円

株式会社 オーナーばり　様 ５００万円

株式会社 平成スチール　様 ３００万円

株式会社 内田洋行　様 １００万円

東武トップツアーズ 株式会社　様 ３００万円

紀陽興産 株式会社　様 ３７万円

イセエビの放流事業

お

知

ら

せ

町
長
・
議
員
選
挙
の
結
果

◆
町
長
選
挙　

結
果

　

町
長
選
挙
は
、
候
補
者
が
１
人
の

た
め
、
無
投
票
で
し
た
。

当
落

候
補
者
氏
名

党
派

得
票
数

当

濵
中　

誠
也

無
所
属

３
４
４

当

岡
本　

克
敏

無
所
属

３
０
４

当

間
所　

正
好

無
所
属

２
８
７

当

竹
本　

直
美

日
本
共
産
党

２
６
２

当

中
嶋　

淳

無
所
属

２
５
３

当

尾
﨑　

貢

無
所
属

２
３
７

当

堀
谷　

伸
二

無
所
属

２
０
８

当

上
田　

順
太

無
所
属

２
０
３

当

岸　

正
嗣

無
所
属

１
９
５

吉
田　

靖
広

無
所
属

１
８
３

山
本　

正

無
所
属

６
４

◆
町
議
会
議
員
一
般
選
挙　

結
果

　
　
　
　
　
　
（
得
票
順
・
敬
称
略
）

得
票
総
数

２
，
５
７
６
票

有
効
投
票

２
，
５
４
０
票

無
効
投
票

36
票

そ
の
他

０
票

選
挙
当
日

有
権
者
数

投
票
者
数

投
票
率

男

１
，
５
３
４
１
，
２
１
４
79
・
14
％

女

１
，
７
０
６
１
，
３
６
２
79
・
84
％

計

３
，
２
４
０
２
，
５
７
６
79
・
51
％

当
落

候
補
者
氏
名

党
派

当

岩
田　

勉

無
所
属

　令和４年度のふるさと納税に 1 万 8,693 件、2

億 3,953 万 8,500 円の申し込みがあり、前年度よ

り 1億 5,515 万 5,500 円増額となりました。増額

の大きな要因は、新商品の取り扱いや、広告を活

用したＰＲを行ったことにより、これまで以上に

多くの皆さまから応援をいただきました。心より

感謝申し上げます。

　返礼品には、町の特色を活かした各種体験事業、

木工製品やイノブタ等の特産品を用意し、町の産

業振興やＰＲに繋げています。

　いただいた基金積立金を活用して、保育所備品

購入、保健師公用車購入、簡易水洗設置補助、観

光案内所浄化槽改修工事、学校図書購入、歴史民

俗資料館エアコン購入、佐本分館駐車場整備工事

に合計 1,250 万円を充当いたしました。

　今後も寄せられた想いを大切に、豊かなまちづ

くりを推進していきます。

周参見駅で駅ふぇす

　５月３日に周参見駅で、稲積さん愛好

会主催のイベントが開催されました。

ぷち

まちの話題

ヨーヨー釣り 弾き語り

令和５年３月末現在



6２０２３‐　６　susami２０２３‐　６　susami7

お

知

ら

せ

　

集
団
健
診
で
国
保
特
定
健
診
を
受

診
さ
れ
た
方
に
、
メ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
引
換
券
を
進
呈
し

ま
す
。

　

引
換
券
は
メ
リ
ー
シ
ー
ル
の
加

盟
店
で
商
品
を
購
入
す
る
時
に
渡

す
と
ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
ま
す
。 

※
商
品
を
購
入
し
な
い
と
加
算
さ
れ

　

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
使
用
期
限

　

11
月
30
日
（
木
）

　

詳
し
く
は
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

住
民
生
活
課　

国
保
係

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
４

特
定
健
診
で

メ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
引
換
券

　
　
　
　
　
　

も
ら
え
ま
す

児
童
手
当
の
制
度
一
部
改
正

～
国
民
健
康
保
険
に

　
　
　
　
　
　

加
入
の
方
へ
～

～
児
童
手
当
受
給
者
の
方
へ
～

扶養

親族数

所得額
（万円）

収入額の目安
（万円）

０人 ８５８ １，０７１

１人 ８９６ １，１２４

２人 ９３４ １，１６２

３人 ９７２ １，２００

４人 １，０１０ １，２３８

５人 １，０４８ １，２７６

所得上限限度額

①
６
月
に
実
施
し
て
い
た

　
　
　
　

現
況
届
が
原
則
廃
止

　

令
和
４
年
度
か
ら
、
現
況
届
が
原

則
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
場
合
に
よ
り
引
き
続
き

現
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
該
当
の
方
に
は
、
６

月
初
め
に
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
期

日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い

②
所
得
が
基
準
額
以
上
の
方
は
、

　

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
が

　

支
給
さ
れ
ま
せ
ん

　

児
童
手
当
は
受
給
者
の
所
得
に

応
じ
て
手
当
額
を
決
定
し
ま
す
。
令

和
４
年
度
の
改
正
で
、『
所
得
上
限

限
度
額
』
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
給
者
の
所
得
が
、
こ
の
限
度
額

以
上
の
場
合
、
令
和
４
年
10
月
支
給

分
か
ら
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
が

支
給
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
手
当
一
部
改
正
の
詳
細
は
、

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

住
民
生
活
課　

児
童
手
当
係

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
４

　

６
月
は
狂
犬
病
予
防
注
射
月
間
で

す
。
狂
犬
病
は
犬
だ
け
で
な
く
、
人

に
も
う
つ
る
病
気
で
す
。

　

犬
の
飼
い
主
は
次
の
３
つ
の
義
務

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

①
飼
い
犬
の
登
録

　

②
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種

　

③
鑑
札
・
注
射
済
票
の
装
着

 

環
境
保
健
課

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
３

狂
犬
病
予
防
注
射
月
間

税  

・  

保  

険  

料

納
期
限
の
お
知
ら
せ

次
の
税
・
保
険
料
の
納
期
限
は
、

　

６
月
30
日
（
金
）
で
す
。

 　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数

料
80
円
と
未
納
期
間
に
応
じ
た
延
滞

金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
余
裕
を
も

っ
て
早
め
の
納
税
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

振
替
が
で
き
な
か
っ
た
分
は
納
付

書
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
各
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構

　

す
さ
み
町
は
法
律
に
基
づ
き
、
和

歌
山
地
方
税
回
収
機
構
に
滞
納
処
分

の
引
き
継
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
機
構
は
、
県
内
市
町
村
の
滞
納

さ
れ
た
税
金
を
回
収
す
る
た
め
、
滞

納
者
宅
の
捜
索
、
財
産
、(

不
動
産
・

預
金
・
給
与
・
生
命
保
険
・
売
掛
金

等)

の
差
し
押
さ
え
、
公
売
な
ど
の

法
的
処
分
を
行
う
組
織
で
す
。

　

町
は
今
後
も
機
構
と
連
携
し
、
税

収
と
税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
の
た

め
に
滞
納
整
理
に
努
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税　

    

第
１
期
分

町

県

民

税　

    

第
１
期
分

 

税

務

課 

５
５
‐
４
８
０
０

介
護
保
険
料　
　

  

第
1
期
分

 

環
境
保
健
課 

５
５
‐
４
８
０
３

わ
か
ち
あ
い
の
会
和
歌
山

　

「
う
め
の
花
」
紀
南
交
流
会

　

自
死
で
大
切
な
人
を
亡
く
さ
れ
た

方
を
支
援
す
る
相
談
・
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。
わ
か
ち
あ
い
の
会
和
歌

山
「
う
め
の
花
」
は
県
内
で
活
動
す

る
自
死
の
遺
族
の
支
援
団
体
で
す
。

◆
日
時

　

７
月
１
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
場
所

　

西
牟
婁
総
合
庁
舎　

大
会
議
室

◆
対
象

　

自
死
で
大
切
な
人
を
な
く
さ
れ
た
方

※
申
し
込
み
不
要

※
一
時
保
育
・
手
話
通
訳
は
要
予
約

 

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

  

☎
０
７
３
‐
４
３
５
‐
５
１
９
４

す
さ
み
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業

遠
隔
操
作
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

音
声
ス
ピ
ー
カ
ー
放
送

　
　
　
　
　
　
　

実
証
実
験

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

　

道
路
異
常
検
知
実
証
実
験

　

次
の
日
程
で
、
遠
隔
操
作
に
よ
る

ド
ロ
ー
ン
航
行
試
験
と
音
声
の
伝
達

可
能
距
離
を
算
出
す
る
実
験
を
行
い

ま
す
。

　

期
間
中
、
上
空
１
０
０
メ
ー
ト
ル

か
ら
ド
ロ
ー
ン
に
取
り
付
け
た
音
声

ス
ピ
ー
カ
ー
で
テ
ス
ト
音
声
を
流
し

ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
日
程

　

６
月
26
日（
月
）～
７
月
14
日（
金
）

の
内
、
５
日
間
程
度
。
日
の
出
か
ら

日
没
ま
で
の
時
間
帯
で
実
施
。

◆
場
所

　

周
参
見
地
域
上
空

※
荒
天
等
に
よ
り
、
日
程
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
、
３
月
に
引
き
続
き

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
て
道
路
の
落
石
な

ど
の
異
常
検
知
実
証
実
験
を
実
施
し

ま
す
。

　

実
験
で
は
空
き
地
や
駐
車
場
を
道

路
に
見
立
て
、
ド
ロ
ー
ン
で
レ
ー

ザ
ー
と
写
真
測
量
を
行
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
上
空
を
ド
ロ
ー
ン
が
飛

行
し
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
日
程

　

６
月
26
日（
月
）～
７
月
14
日（
金
）

の
内
、
３
日
間
程
度
。
日
の
出
か
ら

日
没
ま
で
の
時
間
帯
で
実
施
。

◆
場
所

　

江
住
地
域
上
空

※
荒
天
等
に
よ
り
、
日
程
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

地
域
未
来
課

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
１
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民
生
児
童
委
員
協
議
会
だ
よ
り

地
域
の
つ
な
が
り
、

地
域
の
力
を
高
め
る
た
め
に

　

毎
年
５
月
12
日
は
『
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
』
で
す
。

　

民
生
委
員
制
度
は
、
岡
山
県
で
創

設
さ
れ
た
再
生
顧
問
制
度
に
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
日
を
前
後
し
て
、
全
国

各
地
で
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
さ
み
町
で
は
啓
発
活
動
と
し

て
、
委
員
活
動
時
の
写
真
や
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
26
日
、
す
さ
み
町
民
生
児
童

委
員
協
議
会
（
以
下
、
民
児
協
）
の

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
３
年

間
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
書
面
開
催
で

し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
対
面
で
の
総

会
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
安
堵
し
た
顔

を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
令
和
４
年
度
の
事
業
報

告
、決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
民
児
協
の
重
点
活
動
目
標

　

上
部
団
体
の
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
で
は
大
き
く
二
つ
の
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

１
、
地
域
の
つ
な
が
り
、
地
域
の
力

　
　

を
高
め
る
た
め
に
。

２
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
た
人
々
を

　
　

支
え
る
た
め
に
。

　

私
た
ち
の
民
児
協
で
は
、
具
体
的

に
活
動
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

①
訪
問
活
動
を
実
施
し
、
地
域
の
見

　

守
り
や
支
援
力
を
高
め
る
活
動
を

　

進
め
る
。

②
子
ど
も
た
ち
の「
身
近
な
お
と
な
」

　

と
な
り「
子
育
て
応
援
団
」と
な
っ

　

て
、
子
育
ち
、
子
育
て
を
応
援
す

　

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

③
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め

　

ざ
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
の
支

　

援
体
制
づ
く
り
へ
の
協
力
、
防
災

　

マ
ッ
プ
の
作
成
や
防
災
訓
練
や
研

　

修
に
取
り
組
む
。

　

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

年　

金　

豆　

知　

識

● 

老
齢
年
金

● 

老
齢
基
礎
年
金

＋ ＋ ＋＋

７９５，０００円×

 （満額の年金額）

 （６８歳以上の方は７９２，６００円）　　　　　　　

保険料
納付済
月数

４分の１
納付月数
× 5/8

全額免除
月数
× 1/2

半額
納付月数
× 3/4

４分の３
納付月数
× 7/8

４０年（加入可能年数）×１２月

※年金額は令和５年度の金額です。

※免除期間や未納期間のある場合は年金が減額されます。

　満額に近づけたい方は６０～６５歳の間で任意加入できます。

● 老齢基礎年金　計算式（令和５年度）

　

老
齢
年
金
は
、
公
的
年
金
制
度
の

加
入
者
で
あ
っ
た
方
の
老
後
の
保
障

と
し
て
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

原
則
、
65
歳
に
な
っ
た
と
き
に
支

給
が
始
ま
り
、
生
涯
に
わ
た
り
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
等
の
加
入
期
間

を
含
む
）
と
保
険
料
免
除
期
間
な
ど

を
合
算
し
た
資
格
期
間
が
、
10
年
以

上
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
～
60
歳
の

40
年
間
の
国
民
年
金
の
加
入
期
間
等

に
応
じ
て
年
金
額
が
計
算
さ
れ
ま

す
。（
下
の
計
算
式
）

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
や
免
除
を
受
け
た
期
間
の
ほ
か
、

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
等
に
加

入
し
た
期
間
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
期
間
も
、
老
齢
基
礎
年
金
の

計
算
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

年
金
機
構 

田
辺
年
金
事
務
所

　

☎
２
４
‐
０
４
３
２

 

年
金
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

 

住
民
生
活
課　

年
金
係

　

☎
５
５
‐
４
８
０
４

「自分のこと、家族のこと」
「これからのこと気になるけど、なにをどうしらたええん？」

　そう思っている人も多いはず。

　一度自分の人生を振り返り、大切なことや、

これからの希望、考えをまとめておきませんか。

　そうすることで、万が一、自分の考え・希望

を伝えにくい状況になっても、代わりに誰かが

気持ちをくんでくれます。

　年齢問わず、若い方からご高齢の方までご活

用ください。

　各地区のサロンやイベントなどで「人生スケジュールノート」を配布、書き方勉強会を開催する

予定です。

　ノートを希望される方、一度見てみたい方は、お気軽に地域包括支援センターまでお知らせください。

　【お問合せ：☎５５－４６７０】

発行：環境保健課　編集：すさみ町エンディングノートワーキングチーム＆包括支援センター

「人生スケジュールノート」発行記念講座

～ 理想の生き方、逝き方、一緒に考えよう ～

『延命治療ってなに？　する・しないで何が違う？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：すさみ病院 院長 高垣有作氏

＊ 約２０分の講演終了後、「人生スケジュールノート」の配布と書き方講習会があります。

＊ 参加者には無料で配布します。

知識・情報は
転ばぬ先の杖

【開催概要】
とき　　　７月１０日（月）
　　　　　午後２時～３時
ところ　　多世代交流施設イコラ

●事前申し込みが必要です

　（定員４０名）

●申込：地域包括支援センター

　　☎５５-４６７０

● 締切：６月３０日（金）
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生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
ゆ
く

「
地
域
の
お
宝
発
見
！

　

 

小
泊
地
区
カ
ラ
オ
ケ
サ
ロ
ン
」

　　

５
月
初
旬
に
小
泊
の
サ
ロ
ン
に
お

邪
魔
し
、
主
に
お
手
伝
い
さ
れ
て
い

る
浜
田
水
枝
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
「
今
年
の
３
月
か
ら
８
名
程
が
集

ま
り
、
毎
月
２
回
（
１
・
15
日
）
セ

ン
タ
ー
の
２
階
に
て
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
近
く

に
人
が
集
え
る
場
所
が
な
く
、
カ
ラ

オ
ケ
等
が
で
き
な
い
か
と
区
長
さ
ん

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
セ
ン

タ
ー
の
２
階
に
あ
っ
た
機
械
を
整
備

し
て
く
れ
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と

仰
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
カ
ラ
オ
ケ
だ
け
で
は
苦
手

な
人
も
い
る
の
で
、
お
茶
会
や
体
操

な
ど
、
参
加
し
や
す
い
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
。

　

皆
さ
ん
の
地

域
で
も
小
泊
区

の
よ
う
に
笑
い

声
が
増
え
て
い

く
と
い
い
で
す

ね
。

＊電動ベッド・床ずれ防止用マット・車椅子は有料です。

　在庫数に関係なく一度社協にお問い合わせください。

貸出物品 在庫数 貸出物品 在庫数

電動ベッド ５ 入浴台 ３

床ずれ防止用マット ３ 松葉杖 ２

ポータブルトイレ ９ 入浴椅子 ４

車椅子 ２１ 歩行器 ４

入浴用手すり ６ 非常用押しボタン送信機 １

５月１０日現在

場　　所
地域福祉センター

江住ミニ
福祉センター

佐本公民館
相談内容・時間

一般相談・行政相談
午前（　９：３０～１１：３０）
午後（１３：３０～１５：００）

２１日（水）
午前のみ

１４日（水）
午前のみ

１４日（水）
午後のみ

法務相談・特設人権相談
（１３：３０～１５：００）

２１日（水）
予約制（※）

弁護士相談
（１３：３０～１５：００）

２１日（水）
予約制（※）

＊  予約は前日までに、社協へご連絡
　 ください。（☎５５‐４１０４）

●６月の相談

●福祉・介護用品の貸出

ボランティアひろば

保険補償内容変更のお知らせ

令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
予
算

●
基
本
方
針
（
抜
粋
）

　

す
さ
み
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
社

協
）
は
、
町
内
に
お
け
る
地
域
福
祉
の

推
進
を
使
命
と
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
社
会
福
祉
関
係
者
、
保
健
・

医
療
・
教
育
関
係
者
、行
政
機
関
な
ど
、

様
々
な
個
人
・
団
体
の
参
画
と
協
働
に

よ
っ
て
、
地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
に

取
り
組
み
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
町

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
地
域
福
祉
事
業
】

　

サ
ロ
ン
活
動
に
対
し
積
極
的
に
支
援

し
ま
す
。
未
活
動
の
地
域
で
は
継
続
活

動
が
で
き
る
ま
で
地
域
の
方
と
協
力
し

集
え
る
機
会
を
設
け
ま
す
。
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
は
、
昨
年
の

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
後
、
支

え
合
い
活
動
を
協
議
す
る
場
を
定
期
的

に
設
け
、
住
民
主
体
で
取
り
組
め
る
活

動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
、

「
地
域
福
祉
推
進
助
成
事
業
」（
地
域

の
様
々
な
個
人
や
団
体
等
が
行
な
う
自

主
的
な
地
域
福
祉
活
動
）
を
今
年
度
も

継
続
し
、
住
民
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

【
障
が
い
者
支
援
】

　

い
な
づ
み
作
業
所
と
連
携
し
、
就
労

支
援
事
業
「
社
会
参
加
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」
を
継
続
し
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
援
助
事
業
利
用
者
の
支
援
も

併
せ
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
】

　

行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

①
居
宅
介
護
②
日
中
一
時
支
援
③
相
談

支
援
事
業
所
の
機
能
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。収入の部 支出の部

予算科目 予算額 予算科目 予算額

会費 1,900 人件費 143,396

寄附金 800 事業費 21,715

補助金 18,546 事務費 6,243

受託金 12,841 貸付金 500

貸付事業収入 320 共同募金配分金 517

事業収入 6,954 助成金 1,674

介護保険収入 123,919 負担金 98

障がい福祉
事業収入

13,200 積立資産支出 500

拠点区分間
収入

17,185
拠点区分間
支出

17,185

サービス区分
間収入

2,826
サービス区分
間支出

2,826

その他の収入 170 その他の支出 3,873

受取利息 3 予備費 137

合計 198,664 合計 198,664

令和５年度 予算
単位：千円

【
介
護
保
険
事
業
】

　

利
用
者
の
立
場
に
た
っ
た
質
の
高
い

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
援
助
困
難

ケ
ー
ス
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
図

り
、
社
協
な
ら
で
は
の
自
立
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
慢
性
的
な

介
護
人
材
不
足
を
補
う
た
め
、
介
護
職

員
初
任
者
研
修
を
町
で
開
催
し
ま
す
。

【
防
災
】　

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
・
運
営
訓
練
や
、
広
域
で
の
支
援
を

前
提
と
し
た
４
社
協
（
田
辺
、
白
浜
、

上
富
田
、
す
さ
み
）
災
害
広
域
支
援
研

修
を
行
い
ま
す
。

　新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけ変更により、５月８日以降ボランティア

活動保険の基本プラン、天災・地震補償プラン、特定感染症重点プランに付帯の特定感

染症特約において、新型コロナウイルス感染症が当該特約に規定する感染症に該当しな

くなったため保険金支払い対象外となりました。（１～３類感染症は引き続き補償対象）

　また、２０２２年９月末からの「みなし入院」も「重症化リスクの高い方」が対象で

したが、取り扱い終了となりました。

補償内容
基本プラン 天災・地震補償プラン 特定感染症重点プラン

補償開始日から１０日以内は補償対象外 補償開始日の初日から補償

特定感染症１～３類 〇 〇 〇

新型コロナ感染症 × × ×

ボランティア活動保険（発病日２０２３年５月８日以降）
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佐本分館の新刊

題　名 著　者

おばんでございます 桜木　紫乃

かわいいことりちゃん コナツ　コウイチ

たくさんのふしぎ　光るきのこ 宮武　健仁

たくさんのふしぎ　種から布をつくる 白井　仁

たくさんのふしぎ　過去と未来とわたしたち 藤沢　健太

周参見公民館の新刊

題　名 著　者 題　名 著　者

ふしぎ駄菓子屋　銭天堂１９ 廣嶋　玲子 らんまん　上 長田　育恵

スパイ暗号クラブ２
学校の中にスパイがいる！？

ペニー・ワーナー
うさぎ玉ほろほろ 西條　奈加

街とその不確かな壁 村上　春樹

おじいちゃんとの最後の旅 ウルフ・スタルク くもをさがす 西　加奈子

ぼんぼん彩句 宮部　みゆき

き
ょ
う
い
く
の
広
場

歴
史
民
俗
資
料
館
よ
り
⑨

新
し
い
指
導
主
事
の
紹
介

小
中
学
校 
教
科
書
展
示
会

春
季
大
会　

善
戦

５
類
感
染
症
へ
移
行
後
の

　
　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
対
策

　
「
家
族
一
緒
に
す
さ
み
を
学
ぼ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
４
月
30
日
に
歴
史
民

俗
資
料
館
を
特
別
開
館
し
ま
し
た
。

授
業
で
見
学
し
た
子
ど
も
た
ち
の

「
今
度
は
家
族
と
来
た
い
」
と
の
感

想
が
き
っ
か
け
で
、
日
曜
日
に
特
別

開
館
し
、
町
内
の
多
く
の
家
族
が
来

館
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
ク
イ
ズ
が

お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
町
の
歴
史
が

知
れ
て
よ
か
っ
た
」「
本
物
の
火
縄

銃
が
す
ご
か
っ
た
」、
ま
た
保
護
者

か
ら
は
「
子
ど
も
と
一
緒
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
」「
こ
れ
を
機
会
に
自
分
の

町
の
事
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
」「
子
ど
も
が
館
の
人

の
話
を
熱
心
に
聞
い
て
、
質
問
ま
で

し
て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
」
等
、
多

く
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
５
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
保
育
所
・
学
校
は
次

の
よ
う
に
対
応
し
ま
す
。

◎
児
童
生
徒
等
の
感
染
が
判
明
し
た

　

場
合
、
出
席
停
止
と
す
る
。
期
間

　

は「
発
症
し
た
後
５
日
を
経
過
し
、

　

か
つ
、
症
状
が
軽
快
し
た
後
１
日

　

を
経
過
す
る
ま
で
」
と
す
る
。

◎
合
理
的
な
理
由（
感
染
不
安
な
ど
）

　

で
休
ま
せ
た
い
と
相
談
の
あ
っ
た

　

者
は
、
校
長
の
判
断
で
引
き
続
き

　
「
校
長
が
出
席
し
な
く
て
も
よ
い

　

と
認
め
た
日
」
と
し
、
指
導
録
上

　
「
出
席
停
止
・
忌
引
等
の
日
数
」

　

に
含
ま
れ
、
欠
席
と
し
な
い
。

◎
濃
厚
接
触
者
の
定
義
が
な
く
な
る

　

た
め
、
濃
厚
接
触
者
の
特
定
は
せ

　

ず
、出
席
停
止
と
し
な
い
。
ま
た
、

　

行
動
制
限
や
そ
の
協
力
要
請
は
行

　

わ
な
い
。　

　

４
月
か
ら
村
上
指
導
主
事
の
後
任

で
、
十そ
ご
う河　

崇
た
か
し

指
導
主
事
が
着
任
し

て
い
ま
す
。

藤
の
昼  

膝
や
は
ら
か
く  

ひ
と
に
逢
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂　

信
子
」

　

桜
の
季
節
が
終
わ
っ
た
か
と
思
う

と
、
藤
の
花
が
き
れ
い
に
咲
き
始
め

ま
し
た
。
４
月
よ
り
す
さ
み
町
教
育

委
員
会
に
着
任
し
て
１
ヶ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
す
さ
み
の
方
々

と
お
話
す
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
都
度
に
掲
句
が
ぴ
っ
た
り
の
温

か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
幸
せ
な
気
分

に
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
園
や
小
中
学
校
に
も
柔
ら
か

で
、
し
な
や
か
な
雰
囲
気
が
漂
う
教

育
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
微
力
を

尽
く
し
て
参
り
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
は
、
文

部
科
学
省
の
検
定
に
合
格
し
た
も
の

の
中
か
ら
、
教
材
の
内
容
・
使
い
や

す
さ
等
を
検
討
し
、
子
ど
も
に
と
っ

て
一
番
よ
い
も
の
を
４
年
ご
と
に
選

定
し
て
い
ま
す
。
現
在
使
用
し
て
い

る
教
科
書
は
小
学
校
は
令
和
２
年
度

か
ら
、
中
学
校
は
令
和
３
年
度
か
ら

使
用
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
14
日（
水
）～
７
月
３
日（
月
）

　
　

９
時
～
17
時
（
月
～
土
）

　
　

13
時
～
17
時
（
日
）

◆
場
所

　

総
合
セ
ン
タ
ー　

１
階
ロ
ビ
ー

◆
展
示
教
科
書

　

①
現
在
小
・
中
学
校
で
使
用
し
て

　
　

い
る
教
科
書

　

②
昨
年
度
文
部
科
学
省
の
検
定
に

　
　

合
格
し
た
小
学
校
の
教
科
書

　

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

中
学
校
の
春
季
大
会
の
結
果
を
紹

介
し
ま
す
。

○
サ
ッ
カ
ー
部
（
明
洋
中
と
合
同
）

【
郡
春
季
大
会
】　

優
勝

＊
初
戦　

勝
利

　

対
田
辺
・
龍
神
中　

４
‐
０　

＊
準
決
勝　

勝
利

　

対
東
陽　

３
‐
０

＊
決
勝
戦　

勝
利

　

対
富
田
中 

１
‐
１ 

Ｐ
Ｋ
６
‐
５

【
紀
南
大
会
】
２
位　

県
大
会
出
場

　

対
富
田
中　

１
‐
３　
　

　

対
串
本
・
潮
岬
・
古
座
中　

４
‐
０

○
テ
ニ
ス
部　
（
県
大
会
出
場
）

＊
個
人
戦　

ベ
ス
ト
16

　

下
谷
芽
唯
・
溝
口
結
愛

　
○
野
球
部
（
富
田
・
白
浜
中
と
合
同
）

＊
初
戦　

勝
利

　

対
大
成
・
松
洋
中　

２
‐
１

＊
２
回
戦　

敗
退

　

対
上
南
部
・
稲
原
中　

２
‐
３

十
そ ご う

河崇
たかし

指導主事

親子で見学

公民館図書だより

○
卓
球
部

＊
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
県
大
会
出
場
）

　

柏
木
虎
河
・
中
村
太
一
河　

８
位

＊
女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
県
大
会
出
場
）

　

長
野
結
来
・
前
田
真
優　

２
位

　

中
芝
海
里
・
上
市
友
津　

７
位

＊
男
子
シ
ン
グ
ル
ス（
県
大
会
出
場
）

　

田
中
絢
大　

４
位

　

岸　

裕
士　

７
位

＊
女
子
シ
ン
グ
ル
ス（
県
大
会
出
場
）

　

前
田
真
優　

５
位

　

長
野
結
来　

６
位

　　

県
大
会
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

○
サ
ッ
カ
ー
部　

６
月
10
日
（
土
）

　

橋
本
市

○
テ
ニ
ス
部　
　

６
月
４
日
（
日
）

　

白
浜
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
卓
球
部　
　
　

６
月
17
日
（
土
）

　

和
歌
山
県
立
体
育
館

「
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か
な
し
み

（死
亡
）

地　

区　
　

氏　

名　
　
　

満
年
齢

堀　

地　
　

出
嶋　
　
　
　
　

86
歳

堀　

切　
　

桂　

八
千
代　
　

96
歳

沼
田
谷　
　

関
本　

譽
見　
　

91
歳

防　

地　
　

阿
部　

多
丸　
　

75
歳

　

白
浜
町
消
防
本
部
で
は
、
定
期
的

に
救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
は
パ
ソ
コ
ン
な

ど
で
事
前
学
習
（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン

グ
）
を
す
る
と
、
講
習
が
１
時
間
短

縮
の
２
時
間
で
修
了
と
な
り
ま
す
。

　

ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
希
望
の

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
６
月
開
催
予
定
日

　

２
日
（
金
）
※

　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分　

　

 

※
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
受
講
者
の
み

　

14
日
（
水
）
午
後
１
時
～
４
時

　

18
日
（
日
）
午
前
９
時
～
12
時

　

28
日
（
水
）
午
前
９
時
～
12
時

　

 

す
さ
み
消
防
署

　

 

☎
５
５
‐
２
２
３
７

消
防
・
防
災
ル
ー
ム

危
険
物
安
全
週
間

　

６
月
４
日
～
10
日

～
意
志
つ
な
ぐ　

　

連
携
プ
レ
ー
で
事
故
防
ぐ
～

定
期
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

熱
中
症
に
ご
注
意
を

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

●
目
的

　

石
油
な
ど
の
危
険
物
は
事
業
所
等

で
幅
広
く
利
用
さ
れ
、
生
活
に
深
く

浸
透
し
、
そ
の
安
全
確
保
の
重
要
性

は
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
危
険
物
安
全
週
間
」

は
事
業
所
で
の
自
主
保
安
体
制
の
確

立
を
呼
び
か
け
、
広
く
危
険
物
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
危
険
物
と
は
？

　

消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
次
の
よ
う
な
危
険
性
を
持
っ
た

物
品
を
い
い
ま
す
。

・
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

・
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

・
火
災
に
な
る
と
消
火
が
困
難

　

身
近
な
も
の
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・

灯
油
・
油
性
塗
料
等
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
ガ
ソ
リ
ン
は
、
自
動
車
の
燃

料
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
生
活
と
は
離

す
こ
と
の
で
き
な
い
身
近
な
も
の
で

す
。
し
か
し
、
使
い
方
を
間
違
え
ば

火
災
や
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
の
保
管
は
必
ず
、
消
防

法
令
に
適
合
し
た
金
属
製
容
器
等
を

使
用
し
、
直
射
日
光
を
避
け
て
く
だ

さ
い
。
灯
油
用
容
器(

ポ
リ
タ
ン
ク)

に
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

使
用
す
る
際
に
は
、
フ
タ
を
開
け

る
前
に
エ
ア
抜
き
を
し
て
か
ら
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
ガ
ソ
リ
ン
の
噴
出

で
、
思
わ
ぬ
事
故
を
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
は
梅
雨
の
季
節
で
す
。

　

降
水
量
が
増
え
、
土
砂
災
害
が
発

生
す
る
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

長
雨
や
大
雨
が
降
り
、
次
の
よ
う

な
現
象
に
気
づ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
安

全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
崖
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落

　
　

ち
て
く
る

　

②
崖
か
ら
水
が
湧
き
出
る

　

③
地
鳴
り
・
山
鳴
り
が
す
る

　

④
急
に
川
の
水
が
濁
り
流
木
が

　
　

混
ざ
り
始
め
る

　

⑤
降
雨
が
続
く
の
に
川
の
水
位
が

　
　

下
が
る

　

⑥
立
木
が
裂
け
る
音
や
石
が
ぶ
つ

　
　

か
り
合
う
音
が
聞
こ
え
る

　

荒
天
時
や
夜
間
は
避
難
が
困
難
で

す
。
気
象
情
報
な
ど
に
注
視
し
、
早

め
の
避
難
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
熱
中
症
と
は

　

室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
、
体
内

の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
体
内
の
調
整
機
能
が
働
か
ず
、

体
温
上
昇
、
め
ま
い
、
倦
怠
感
、
け

い
れ
ん
や
意
識
障
害
な
ど
、
様
々
な

障
害
を
起
こ
す
症
状
の
こ
と
で
す
。

●
熱
中
症
予
防
の
た
め
に

・
室
温
は
28
度
以
下
に
な
る
よ
う
、

　

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使

　

い
ま
し
ょ
う
。

・
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給
を
し

　

ま
し
ょ
う
。

　

※
運
動
や
作
業
前
に
も
水
分
補
給

・
体
を
し
め
つ
け
な
い
涼
し
い
服
装

　

で
、日
焼
け
対
策
も
し
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ん
な
と
き
は
救
急
車
を

　
　
　
　
　
　
　

呼
び
ま
し
ょ
う

・
自
分
で
水
が
飲
め
な
い
。
脱
力
感

　

や
倦
怠
感
が
強
く
、
動
け
な
い
。

・
意
識
が
な
い
（
お
か
し
い
）、
全

　

身
の
け
い
れ
ん
の
症
状
が
あ
る
。

（４月末日現在・前月比）

人 口 ３,６２５人（－　５）

 男 １,７５１人（＋　４）

 女 １,８７４人（－　９）

世　帯 ２,０２６戸（＋　３）

人のうごき

お
よ
ろ
こ
び

　
　
か
な
し
み

寄
　
付

　
　
　
　
　（
４
月
受
付
分　

敬
称
略
）

　
　
　
　
　（
４
月
受
付
分　

敬
称
略
）

◎
各
種
団
体
へ

▽
堀
地　
　
　
　
　
　

出
嶋　

晋
也

＊
堀
地
区
へ

▽
大
阪
府　
　
　
　
　

藤
内　

文
子

＊
江
須
ノ
川
区
へ

▽
千
葉
県　
　
　
　
　

新
谷
紀
久
子

＊
里
野
区
へ

＊
里
野
区
自
主
防
災
会
へ

▽
里
野　
　
　
　
　
　

谷
口　

愛
子

＊
里
野
区
へ

▽
下
地　
　
　
　
　
　

山
西
は
る
み

＊
身
体
障
害
者
連
盟
へ

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

堀　

地　
　
　
　
　
　

出
嶋　

晋
也

堀　

切　
　
　
　
　
　

桂　
　

光
彦

沼
田
谷　
　
　
　
　
　

関
本　

菊
生

◎
広
報
発
送
お
礼

大
阪
府　
　
　
　
　
　
　

田
端　

剛

短
歌
と
俳
句

お
よ
ろ
こ
び

（出
生
）

地　

区　
　

父　

母　
　
　

出
生
児

堀　

切　
　

中
村　

祐
弥　
　

凪な

ぎ稀

　
　
　
　
　
　
　
　

有
里

水
色
：
男
の
子　

桃
色
：
女
の
子

お
よ
ろ
こ
び
（
婚
姻
）

　

宮
本　

武　
　
　
　
　
　

立　

野

　

吉
田　

奈
津
希　
　
　
　

立　

野

　

俳　

句

雨
の
音
聞
い
て
ま
た
寝
る
夜
明
け
前

降
る
雨
に
「
ス
マ
ホ
」
相
手
の
独ひ

と

り
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
川　

一
雄

思
へ
ど
も
遠
く
な
り
た
る
里
若
葉

心
ま
で
梅
雨
に
な
る
か
や
雨
の
日
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ロ

花
も
過
ぎ
季と

き節
移
ろ
ふ
も
灘
に
生
き

黒
疾
風
や
墓
前
の
煙
乱
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

志
津
代

悠
久
の
熊
野
森
や
樟
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
子

　

短　

歌

今
は
亡
き
仲
間
偲
び
て
短う

た歌
・
俳
句

書
け
ぬ
こ
の
身
に
む
な
し
さ
残
る

祖そ
せ
ん先
よ
り
我
ら
受
け
継つ

ぐ
世よ

の
定
め

な
ぜ
に
乱
れ
る
人
命
軽
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
川　

一
雄

次
々
と
機
内
で
ひ
ら
く
ア
ヤ
メ

姫
百
合
の
塔
に
捧
げ
ん
と
父
は

花
捧
げ
尺
八
吹
奏
の

父
夫
に
届
け
よ
姫
百
合
部
隊
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
﨑　

君
子

手
の
ひ
ら
に
仔
猫
つ
つ
み
て
貰
ひ
来
し

公
家
眉
あ
り
て
「
ま
ろ
」
と
名
付
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麻
呂

鮎
釣
り
の
名
人
並
ぶ
日
置
川
を

佇た
た
ずみ

眺
む
亡
き
父
偲
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
も
め

初
舞
台
親
子
共
演
響
き
合
う

緊
張
す
る
も
音
色
楽
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

惠
子
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日 月 火 水 木 金 土

５月  ２８日 ２９ 30 31 6月  １日 ２ ３
いきいき 
百歳体操 

障がい福祉相談
（役場）☎ 26-4923

習字教室 

ものづくり 
広場 

洋裁教室 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
いきいき 
百歳体操 

生活自立支援
相談　 13:30

集団検診 

健康教室 英会話教室 育児サークル

習字教室 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７
母子相談 

いきいき 
百歳体操 

求職相談 

コーラス教室 

ものづくり 
広場 

一般相談・行
政相談 

いきいき 
クラブ 

健康体操教室

集団検診 

習字教室 

洋裁教室 

１８ １９ ２0 21 22 23 24
いきいき 
百歳体操 

手芸サークル 一般相談・行
政相談 

法務相談・特
設人権相談 

弁護士相談 

英会話教室 育児サークル

障がい福祉相談
（役場）☎ 26-4923

生け花教室 

よみきかせ会

25 26 27 28 29 30 ７月 １日

いきいき 
百歳体操 

洋裁編み物 
教室 

消費生活相談

 総合センター 　  江住公民館　  多世代交流施設イコラ
 住民福祉会館 　  佐本公民館　  江住ミニ福祉センター
 生涯学習施設　  地域福祉センター

６月 カレンダー

～

こ
う
の
と
り
相
談
の
お
知
ら
せ

保
健
師
に
よ
る
電
話
相
談

専
門
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

　

県
で
は
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
う
の
と
り
相
談
」
は
不
妊
に

悩
ん
で
い
る
方
々
に
情
報
提
供
や
医

学
的
な
相
談
、
悩
み
の
相
談
を
す
る

窓
口
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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要
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◆
日
程

＊
４
～
９
月
（
水
曜
日
）

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

＊
10
月
～
令
和
６
年
３
月

　
（
第
３
木
曜
）

　

午
後
３
時
30
分
～
５
時
30
分

◆
場
所

　

田
辺
保
健
所

◆
日
程

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

田
辺
保
健
所 

健
康
グ
ル
ー
プ
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障がい福祉相談の日程変更
今月は第１・４金曜日です。


